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本
書
は
、『
藝
文
類
聚
』
を
始
め
と
す
る
唐
代
勅
撰
類
書
を
対
象
に
、
類
書

の
概
念
、
勅
撰
類
書
の
編
纂
と
政
治
と
の
関
係
、
編
纂
当
時
の
テ
キ
ス
ト
に

対
す
る
政
治
の
影
響
や
後
代
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
の
変
容
の
問
題
な
ど
を
、

緻
密
な
考
察
に
よ
っ
て
裏
付
け
た
唐
代
類
書
に
関
す
る
初
の
専
著
で
あ
る
。

以
下
、
章
ご
と
に
紹
介
す
る
。
 

 
第
一
章
「
唐
代
勅
撰
類
書
の
中
核
概
念
」
は
、
唐
初
ま
で
の
類
書
は
、
工

具
書
と
い
う
よ
り
も
、
皇
帝
の
能
率
的
な
群
書
閲
覧
に
供
す
る
雑
家
書
的
な

「
帝
王
学
書
」
で
あ
り
、
典
籍
利
用
の
恵
み
を
臣
下
に
与
え
る
目
的
の
『
藝

文
類
聚
』
は
む
し
ろ
異
質
で
、『
群
書
治
要
』
こ
そ
唐
初
勅
撰
類
書
の
性
格
に

沿
う
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
。
 

 
第
二
章
「
類
書
勅
撰
の
政
治
的
意
義
」
は
、『
藝
文
類
聚
』
を
具
体
例
に
、

勅
撰
類
書
の
編
纂
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
。『
藝
文
類
聚
』
は
、
当
時
皇
位
継

承
争
い
が
白
熱
化
す
る
時
期
に
、
劣
勢
に
あ
る
太
子
派
が
手
柄
を
立
て
る
た

め
の
事
業
で
あ
っ
た
と
把
握
す
る
。
 

 
第
三
章
「
唐
代
類
書
に
見
え
る
避
諱
の
影
響
」
は
、
既
存
文
献
の
抄
録
書

で
あ
る
類
書
編
纂
に
お
い
て
も
避
諱
処
理
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。
未
だ
缺
筆
が
な
い
時
代
に
、『
藝
文
類
聚
』
の
避
諱
処
理
は

改
字
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
改
字
に
対
応
で
き
な
い
「
淵
」
と
「
虎
」
の

部
は
不
成
立
と
さ
れ
、「
白
虎
」
の
部
は
「
騶
虞
」
と
類
義
語
に
よ
っ
て
改
め

た
と
指
摘
す
る
。
 

 
第
四
章
「
『
藝
文
類
聚
』
本
文
批
判
の
一
指
標
」
は
、『
藝
文
類
聚
』
に
新

設
さ
れ
た
「
文
」
の
部
分
の
採
録
原
則
を
立
証
す
る
。
現
行
テ
キ
ス
ト
に
お

け
る
複
数
部
立
て
重
出
の
詩
文
は
、
後
世
の
補
綴
・
改
竄
で
あ
る
可
能
性
が

高
い
と
指
摘
し
、
詩
文
採
録
に
お
け
る
編
集
原
則
を
「
一
詩
文
一
部
立
て
」

と
証
明
す
る
。『
藝
文
類
聚
』
の
「
文
」
の
元
の
姿
に
迫
り
、
唐
初
の
文
学
観

の
研
究
に
よ
り
精
確
な
材
料
を
提
供
す
る
。
 

 
第
五
章
「
南
宋
出
版
時
に
お
け
る
『
藝
文
類
聚
』
の
条
文
修
補
」
は
、『
藝

文
類
聚
』
へ
の
条
文
移
入
及
び
そ
の
時
期
と
動
機
を
分
析
す
る
。
前
章
で
立

て
た
詩
文
採
録
原
則
を
手
が
か
り
に
、『
藝
文
類
聚
』
の
始
め
数
巻
の
巻
末
に

位
置
す
る
部
立
て
に
『
初
学
記
』
の
条
文
が
移
入
し
て
い
る
こ
と
を
多
数
指

摘
し
た
。
こ
れ
は
、
王
朝
交
代
後
、
類
書
の
資
料
集
的
性
格
へ
の
変
容
を
背

景
と
し
て
、
印
刷
事
業
が
経
史
子
集
全
般
に
わ
た
っ
た
南
宋
に
行
わ
れ
た
と

す
る
。
 

 
第
六
章
「
伝
承
過
程
に
お
け
る
『
白
氏
六
帖
』
の
部
立
て
増
修
」
は
、「
山
」

部
を
例
に
、『
藝
文
類
聚
』・『
初
学
記
』
の
相
当
部
分
を
現
行
の
宋
版
『
白
氏

六
帖
』
と
詳
細
に
比
較
し
、
両
書
に
よ
る
『
白
氏
六
帖
』
の
全
面
的
な
部
立

て
増
修
を
明
確
化
し
、
現
存
本
の
千
三
百
余
門
と
史
料
記
録
の
二
百
余
帖
と

の
矛
盾
を
解
決
す
る
。
か
か
る
大
幅
増
修
は
、
抄
本
か
ら
刊
本
へ
と
転
換
し

た
後
蜀
の
毋
昭
裔
に
よ
る
出
版
を
契
機
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。 

 
第
七
章
「
『
白
氏
六
帖
』
と
白
居
易
の
判
」
は
、
『
白
氏
六
帖
』
中
に
潜
在

す
る
、
白
居
易
の
他
に
用
例
の
な
い
四
六
対
偶
群
を
彼
の
判
文
の
草
稿
段
階

に
当
た
る
も
の
と
す
る
。『
白
氏
六
帖
』
勅
撰
説
を
補
強
し
、
そ
の
成
書
の
実
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態
に
迫
る
。
 

 
本
書
は
従
来
の
概
論
的
な
研
究
と
は
異
な
り
、
着
実
な
考
証
に
よ
っ
て
類
 

書
の
含
む
豊
富
な
情
報
を
掲
示
し
た
史
的
研
究
で
あ
る
。
著
者
が
強
調
す
る
 

よ
う
に
、
類
書
は
単
に
諸
文
献
を
網
羅
的
に
収
載
す
る
だ
け
で
な
く
、
統
治
 

者
に
よ
る
万
物
掌
握
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
類
書
の
編
纂
 

と
内
容
は
当
時
の
政
治
と
深
く
関
わ
る
も
の
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
王
朝
が
 

交
代
す
る
と
資
料
集
と
し
て
の
性
格
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
抄
本
 

か
ら
刊
本
へ
の
転
換
に
お
け
る
、
追
改
・
増
補
に
よ
る
テ
キ
ス
ト
の
変
容
に
 

つ
い
て
の
著
者
の
指
摘
も
無
視
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
問
題
点
に
鋭
く
切
り
 

込
ん
だ
本
書
は
、
類
書
を
利
用
す
る
歴
史
・
思
想
・
文
学
の
研
究
者
に
と
っ
 

て
必
読
の
一
冊
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
付
 
晨
晨
）
 

 
 


